
No１１ 下野市立石橋中学校 目指す学校像

『未来を、たくましく生き抜ける生徒』の育成

キーワード「自立・貢献・創造」

校長室だより 令和４年９月１５日（木）

発行者 田熊利光

スローガン ～生徒も先生も、自ら輝く学校～
石橋中ホームページＱＲコード→

運動会迫る !
運動会本番９月１７日(土)まで、２日後に迫りました。３年生にとっては最後の運動会です。

最高の思い出になるよう頑張ってほしいと思います。これまで、３年生がマスゲームのテーマ
を考え、３年生の応援団を中心にマスゲームのテーマに合う隊形変化や振り付けを考えてきま
した。各学年の応援団の人たちは、夏休みに集まり振り付けを覚えていました。それを仲間や
後輩たちに優しく丁寧に教えながら、今なんとか形になってきたところです。

マスゲームの審査基準は以下の４観点です。

①テーマを理解できるか
②全員で行う意味のある構成か
③動きがそろっているか(ずれる際は意図的にずれているか)
④テーマと選曲が合っているか
是非、どの団もこの採点基準を意識して、練習に取り組んでください。特に②③は今からレ

ベルアップできる一番のポイントです。一人一人がテーマを表現しようとする本気度によって
見る人の感じ方も大きく変わるはずです。
皆さんは「画竜点睛」という言葉を知っていますか。
昔、中国にいた張という絵の名人が、お寺の壁に龍の絵を描きました。絵の仕上げとして、

張が龍の瞳を描き入れると、龍は壁から抜け出して空へ昇っていきました。この言い伝えから、
龍の瞳を描き入れることが、「物事の最後の大切な仕上げ」の象徴とされ「画竜点睛」という
言葉が生まれたと言われています。
まさに、マスゲームはこれからが「大切な仕上げ」です。最後の仕上げは何でしょうか。私

は「全員の心を一つにすること」だと思います。

ところで、今年の運動会練習で特筆すべき点は、皆さんが生き生きと楽しそうに練習に参加
していることです。これは、３年生のリーダーシップが素晴らしい証拠です。「運動会の練習
がとても楽しいです」と言って、笑顔で１年生が頑張っている姿を見て、先輩たちの後輩への
接し方・練習の進め方が上手なんだと感心しました。２年生は、３年生と１年生を「つなぐ」
大切な役割を果たしながら、来年度のために３年生から様々なことを学んでください。

今年の運動会総団長の大内康生君が、皆さんに話したことを覚えていますか。

石中生全員、一人ひとりにとって最高の運動会になるよう全力で引っ張
ります。よろしくお願いします。運動会と聞いて、何を感じるかは人それ
ぞれですが、おそらく、運動が得意な人もいれば苦手な人ももちろんいる
と思います。しかし、だからと言って何かが変わるわけではありません。
運動会を成功させるには、石中生全員の力が必要です。
僕からみなさんに伝えたいのは、ただ一つ。全員が全力でやることです。

マスゲームも各種目も、そして係活動も全て全力でやりましょう。全力で
やった分、疲れも出てきてやりたくない、そう思うときもあると思います。
それは全力でやった証拠です。仲間のために自分の力を信じ、そこを乗り
越えれば、きっと最高の運動会になります。
「全力に悔いなしの精神」で頑張っていきましょう。
この大内君の言葉には、とても大切なメッセージが入っていると思います。運動会を成功さ

せるという目的を全校生徒が共有し、全校生徒が心を一つにすることがとても大切だというこ
と。一人一人がチームの勝利のため、運動会を成功させるために競技以外の係活動も全力で頑
張る気持ちが大切なこと。それはなぜかというと、勝ち負けや競技の順位ではなく、「チーム
のために全力で頑張った」という「一人一人の思い」が最後に達成感・充実感・感動に変わる
からだと思います。何事も力を出し切って頑張る「全力に悔いなし」の精神が素晴らしい運動
会を創造することにつながるというメッセージだと思います。



「自分のためにではなく仲間のために」と思う気持ちが、自分の力を発揮する原動力になり
ます。また、運動が得意でも、不得意でも「チームのためにがんばる気持ちは同じ」です。運
動が得意で走るのが速い人は、遅い人の分まで精一杯頑張ればいいのです。走るのが苦手な人
も自分の全力を出し切ることで、チームに貢献することにつながります。石橋中の運動会はた
だ走るたげでなく、チームの協力性がものをいう競技が多いので、みんなで励まし合い支え合
って練習を頑張りましょう。練習そのものが最高の思い出になるよう各チームとも、練習を笑
顔で楽しく取り組んでほしいと思います。

昨年度の運動会を振り返ると、予行でダントツ最下位だった紫団が本番で準優勝するという
奇跡の逆転がありました。予行の反省を生かし、最後までチームの勝利を信じ仲間を信じて諦
めず努力し続けたことが結果的に勝利を生んだのだと思います。

ちなみに今年度の予行の結果は以下の通りでした。
予行の総合成績
優勝 ピンク団 準優勝 青団 ３位 紫団 ４位オレンジ団 ５位 緑団 ６位 黄色団

今年の運動会は、どんなドラマが待っているでしょうか。とても楽しみです。
保護者の皆様へ
生徒たちは、毎日一生懸命運動会の練習に取り組んでいます。先生の指示ではなく、自分た

ちで運動会を創り上げているところが素晴らしいところです。
マスゲームはもちろんですが、全ての競技の練習を３年生中心に、チームが一つになって練

習しています。運動会当日は、今まで努力してきた成果をご覧いただき、盛大な拍手を送って
いただきたいと思います。
最後の解散式では、きっと今までがんばってきた仲間への思いが溢れて感動的な場面が見ら

れると思います。

＜お知らせ＞
皆さんのために、玉入れの玉を新しく作ってくださった方をご紹介します。

地域ボランティア 大川 里美 様 (３年４組大川颯生君のご祖母様です)
図書支援員 伊東 真理子 先生
お忙しい中、一つ一つ丁寧に作ってくださいまして、本当にありがとうございました。大切
に使わせていただきます。


